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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
シゾフィランは微生物産生の中性多糖類で、３重螺旋構造をとることが知られており、食品、化粧品、医薬
品などの産業において各種の応用が検討されている。さらに新しい応用を発展させる上でこの多糖の構造と物
性の関係を解明することが不可欠である。本論文において、この多糖の溶液、ゲル、液晶状態における物理化
学的性質、特にレオロジーおよびゲル化機構について解明することを目的とした。 
本論文は８章から構成されている。第1章では研究の歴史的背景、目的、第２章では理論的基礎および測定
方法について述べている。 
第３章では各濃度におけるこの多糖のレオロジー特性を調べ、液晶形成とレオロジー特性について検討し、
これまでに知られている液晶と比較検討し、この液晶の特異性が本多糖の持続長の特に長いことに起因するこ
とを示している。 
第４章ではジメチルスルホキシド（DMSO）により変性させ、また元に再生させる場合のレオロジー変化を検
討している。各濃度において、この変性・再生した多糖の溶液はニュートン流動、指数法則流動、弱いゲル的
挙動を示すことを明らかにしている。 
第５章ではこの多糖と類似の微生物多糖カードランとの相互作用について検討している。DMSO溶液において
はこの多糖とカードランの間に弱い反発的相互作用があること、0.25 モル水酸化ナトリウム溶液においては、
かなり強い引力が働いていることを示している。  
第６章ではホウ砂添加によるゲル化、第７章ではソルビトール添加によるゲル化について述べている。ホウ
砂添加によるゲルは歪み硬化現象を起こすことを発見した。ソルビトール添加によるゲル化については、これ
まで提案されていたゲル化機構とは異なる機構を、レオロジー、DSC(示差走査熱量測定)、旋光分散の実験結果
より提案した。それはこのゲル化がヘリックスII からへリックスI への分子内転移により引き起こされると
言う機構である。 
第８章ではこの多糖にアルデヒド基を導入し、ゼラチンとの混合系が新しい特性のゲルを形成することを示
している。これは食品には使用できないが、新しい材料として応用できる可能性がある。 
以上の審査結果により、本論文は博士（学術）に値すると認めた。 
